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「人と自然が織りなす  しあわせ実感都市  瀬戸内」を目指して

３

１月 11 日、成人式をゆめトピア長船で開催し、新成人約 300 人が
出席しました。式典では、新成人の代表が「たくさんの感謝の気持
ちと瀬戸内市で生まれ育った誇り、成人としての決意を心に刻み、
これからの人生を歩んでいきます」と誓いの言葉を述べました。

（写真①受付で旧友と再会／②記念品を受け取る小林香央里さん（右）
／③集合写真撮影／④誓いの言葉を述べる山口宏樹さん／⑤卒業写
真アルバムを見ながら恩師と語り合うひととき）

① ②

③④

平成 27（2015）年

第124号

⑤
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できる図書館は

どんな図書館？

△新図書館パース全景（既設の中央公民館を含む）

新図書館

中央公民館

瀬戸内市教育委員会で進めている新図書館の整備。
一体どんな図書館ができる予定なのでしょう。
設計平面図などを見ながら、各空間の役割をお知らせします。

何に使える？

メインコンセプト

持
も

ち寄り・見
み

つけ・分
わ

け合う広場
暮らしや仕事などさまざまな場面で、知りたいことや調べたいことを図書館に

「持ち寄って」、本や雑誌などの図書館資料で、その答えを「見つけて」もらい
たい。そして、この気付きや発見をほかの市民の皆さんと「分け合って」もら
いたい…。メインコンセプトにはそんな思いが込められています。

新図書館愛称

もみわ広場

７つの指針と提供検討中のサービス

１　市民が夢を語り、可能性を拡げる広場
　　　●図書や雑誌、インターネット情報の提供
　　　●心地よい暮らしや仕事に役立つ情報の提供

２　コミュニティづくりに役立つ広場
　　　●地域文化伝承のための郷土資料の整備と発信
　　　●子育てや高齢者支援、定住化促進や産業振興
　　　　などの情報支援

３　子どもの成長を支え、
　　子育てを応援する広場
　　　●自ら読み、考え行動する子どもの成長を支援
　　　●子育て世代が求めるさまざまな情報と空間の提供

４　高齢者の輝きを大事にする広場
　　　●大きな活字本や録音図書などにより
　　　　読みやすさをサポート
　　　●介護予防に役立つ本や音読教室など、健康で
　　　　文化的な生活の応援

５　文化・芸術との出会いを生む広場
　　　●美術館、博物館との連携を図り、
　　　　多様な文化や多彩な芸術との出会いを演出

６　すべての人の居場所としての広場
　　　●障がい者や外国人など全ての市民の集い、
　　　　憩い、学びを保障

７　瀬戸内市の魅力を発見し、
　　発信する広場
　　　●「せとうちデジタルフォトマップ」、
　　　　  「観光情報コーナー」による魅力発信
　　　●図書館に集う市内外の人たちによる、
　　　　魅力発見ワークショップ

２階平面図

２階
・一般図書エリア⑭
　（各種実用書・専門書）

・相談カウンター⑮
　（調べもののお手伝い）

・インターネット検索
　コーナー⑯

・ＣＤ・ＤＶＤエリア⑰
・ヤングアダルトエリア⑱
　（青少年のための本と交
　流の場）

・ミーティングルーム⑲
　（グループ学習・小会議）

・学習支援室⑳
　（自習・自学支援）

・郷土資料保管庫　
・集密書架（約８万冊）

新図書館のあらまし
・鉄筋コンクリート造・一部鉄骨造２階建て
・延床面積 2,399 平方㍍
　（参考　現在の中央公民館（邑久）内図書館 118
　平方㍍）、牛窓町公民館図書室 422 平方㍍、
　長船町公民館図書室 108 平方㍍）

・収蔵冊数約 20 万冊
　（開架フロアー約 12 万冊、書庫約８万冊）

屋外
・オリーブの庭①
　（公民館と図書館の共通
　の交流広場）

・交流の庭②
　（野外イベントスペース）

・バルコニー③
　（公民館と図書館を結ぶ
　エリア）

・読書テラス④
　（屋外の空気に触れなが
　らの読書）

・列柱廊⑤
　（公民館へのゲートであり、
　図書館へのアプローチ）

・駐車場（135 台）
・駐輪場（40 台）

１階
・エントランスホール⑥
　（交流・展示スペース）

・総合カウンター⑦
　（利用登録・貸出返却・
　案内相談）

・新聞・雑誌コーナー⑧
・児童図書エリア⑨
　（おはなし室・授乳室）

・一般図書エリア⑩
　（閲覧席・ソファー）

・せとうち発見の道⑪
　（地域郷土資料展示）

・喜之助ギャラリー⑫
　（糸操り人形作家・竹田
　喜之助の紹介）

・大会議室⑬
　（人形劇上演ほか、多目
　的な利用）

１階、屋外平面図

瀬戸内市に新しく

△としょかん未来ミーティングで新図書館の模型の説明を受ける参加者ら

③

⑦

⑧

⑨

⑩

⑬

⑫

⑭

⑳

新図書館は本を借りるだけの場所ではありません。
メインコンセプトや７つの指針、提供検討中の
サービスを紹介します。

⑤
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巻
之
百
十
四

　

東ひ
が
し
は
ら原
方ほ
う
せ
ん僊
は
、
明
治
19

（
１
８
８
６
）
年
に
現
在
の
長
船

町
福
岡
で
、
東
原
善ぜ
ん
し
ち七
の
次
男
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
本
名
を

直な
お
た太
と
い
い
ま
す
。

　
直
太
は
、晩ば
ん
す
い翠
尋
常
小
学
校（
行

幸
小
学
校
の
前
身
）
を
卒
業
し
た

後
、
邑
久
高
等
小
学
校
で
学
び
ま

し
た
。
小
学
校
卒
業
後
に
絵
や
漢

学
を
学
び
、
さ
ら
に
、
絵
の
道
に

進
む
た
め
黒
住
義ぎ
ほ
う方
の
門
に
入
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

竹
内
栖
鳳
に
入
門

　
20
歳
の
と
き
軍
隊
に
入
り
、
３

年
ほ
ど
「
満
州
」
へ
従
軍
し
た
の

ち
除
隊
と
な
っ
て
、
そ
の
後
、
京

都
の
竹
内
栖せ
い
ほ
う鳳
に
入
門
し
ま
し

た
。
明
治
43
年
頃
と
見
ら
れ
て
い

東
原
方
僊
に
も
要
注
目
！

　
方
僊
は
、
戦
前
の
官
展
で
華
々

し
く
活
躍
し
た
岡
山
出
身
の
近
代

日
本
画
家
を
代
表
す
る
一
人
で
し

た
。
花
鳥
画
を
得
意
と
し
、
特

に
、
雀
や
兎
を
描
い
た
作
品
に
独

特
の
風
趣
が
あ
る
と
評
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
岡
山
県
出
身
の
画
家
は
、
松
岡

寿
や
原
田
直
次
郎
な
ど
有
名
な
洋

画
家
が
次
々
と
現
れ
て
お
り
、
よ

く
紹
介
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
日
本
画
の
分
野
で
は
、
小
野

長
船
町
福
岡
出
身
の
日
本
画
家

東
原
方
僊

竹
喬
と
池
田
遙
邨
の
他
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
東
原
方
僊

も
「
知
る
人
ぞ
知
る
」
と
い
う
存

在
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
瀬
戸
内
市
出
身
の
画
家
で
は
竹

久
夢
二
が
有
名
で
す
が
、
日
本
画

の
京
都
画
壇
で
活
躍
し
た
東
原
方

僊
も
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
良
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
参
考
文
献
】

笠
岡
市
立
竹
喬
美
術
館
編
『
岡
山

の
近
代
日
本
画
』、
石
原
史
雄
著

『
京
都
画
壇
で
活
躍
し
た　
東
原

方
僊
』

△

東
原
方
僊
（
１
８
８
６
～
１
９
７
２
年
）

ま
す
。

　
直
太
は
、
は
じ
め
「
芳ほ
う
せ
ん仙
」
と

い
う
号
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、

栖
鳳
か
ら
画
家
と
し
て
の
将
来
性

を
見
込
ま
れ
て
「
方ほ
う
せ
ん僲
」
の
号
を

も
ら
い
、
後
に
「
方
僊
」
を
用
い

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
竹
内
栖
鳳
と
い
え
ば
近
代
の
京

都
画
壇
を
代
表
す
る
日
本
画
家
で

あ
り
、
そ
の
門
下
に
は
後
の
画
壇

を
担
う
優
れ
た
人
材
が
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
笠
岡
出
身
の
小

野
竹ち
っ
き
ょ
う喬

も
す
で
に
竹
内
門
下
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。

京
都
画
壇
で
活
躍

　
方
僊
は
、大
正
４
（
１
９
１
５
）

年
、
第
９
回
文
部
省
主
催
美
術
展

（
文
展
）に「
花
林
檎
」を
出
品
し
、

で
結
成
さ
れ
た「
烏
城
会
」で
は
、

小
野
竹
喬
、
池
田
遙よ

う
そ
ん邨
と
と
も
に

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、ま
た
、

方
僊
の
元
に
は
多
く
の
画
学
生
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

絵
の
指
導
に
関
し
て
は
厳
し

か
っ
た
が
、
面
倒
見
は
良
く
、
金

銭
に
頓
着
し
な
い
人
物
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
47（
１
９
７
２
）年
３
月
、

京
都
に
て
逝
去
。
享
年
86
歳
で

し
た
。

初
入
選
と
な
り
ま
し
た
。
方
僊
29

歳
、
専
門
画
家
と
し
て
の
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
以
後
、
第
12
回
文
展
で
入
選
し

た「
鶏
冠
花
」は
貞
明
皇
后
の「
御

買
上
げ
」
と
な
り
、
永
平
寺
（
福

井
県
）
の
天
井
画
制
作
で
は
竹
内

門
下
か
ら
参
加
し
た
５
人
の
う
ち

の
１
人
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
も「
官
展
」を
中
心
に
活
躍
し
、

新
文
展
か
ら
は
無
鑑
査
と
な
り
ま

し
た
。

　
京
都
在
住
の
岡
山
県
出
身
画
家
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瀬戸内市の図書館サービスの
ネットワークをつくります

基礎工事
（基礎杭の
打設、建築
基礎工事）

平成 27 年３月 ４月 ７月 12 月５月 11 月８月
平成 28 年
１～４月

基礎工事
（鉄筋型枠
作り）

躯
く

体
たい

工 事 
（ 鉄 筋 を 組

み 合 わ せ、
コンクリー
ト構造物を
造ります）

鉄骨部分
の工事

外壁工事、
中央公民館
部分改修
工事、
外構工事

建物完了
検査、
仮設等、
仮囲いの
撤去

工事完了 開　館
準　備

新図書館開館までのスケジュール

これらの工程が終了した後、平成 28 年度のできるだけ早い時期に開館する予定です。

問

   図書館サービスのネットワークをつくります
　新図書館を市の主な図書館として整備するとともに、牛窓町・長船町公
民館図書室を地域図書館と位置づけ、３つの図書館で本や情報を共有しま
す。また、図書館から離れた地域や保育園、幼稚園、高齢者福祉施設など
には、移動図書館（車）を走らせ、市内のさまざまな場所で図書館サービ
スを利用できるよう、ネットワークをつくります。

   新図書館開設準備室からのお知らせ
　新しい図書館をどのように使いたいですか？
　図書館サービスのネットワークに何を期待しますか？
　より便利なネットワーク、そして心地よい広場（図書館）
にするため、市民の皆さんにそれぞれの思いやアイデアを持
ち寄っていただきたいと思います。
　今後も、市民の皆さんとの意見交換の場である、「としょ
かん未来ミーティング」を開催する予定です。ぜひご参加く
ださい。
　新図書館開設準備室　☎０８６９ - ３４ - ５６０７



  おくげんきっこクラブ

  牛窓親子クラブ  長船町おやこクラブ

  今城おやこクラブ　

親子クラブで
仲間をつくりませんか
このページでは、親子クラブについて紹介します。市内で活動する各クラブの皆さ
んに、活動の様子を聞きました。親子クラブでは、新しい会員を募集しています。
あなたも親子クラブに入って仲間をつくりませんか。

　
親
子
ク
ラ
ブ
は
、
親
子
の
交
流

を
通
し
て
、
地
域
で
子
育
て
を
し

て
い
る
み
ん
な
が
手
を
つ
な
ぎ
、

よ
り
良
い
子
育
て
を
目
指
し
て
い

る
会
で
す
。

　
市
内
で
は
、
次
の
４
つ
の
親
子

ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
未
就
園
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
が
、
季
節
の
行
事
な
ど

を
楽
し
み
、
親
子
同
士
の
交
流
を

通
し
て
、
子
ど
も
が
保
育
園
や
幼

稚
園
、
小
学
校
に
上
が
っ
て
も
続

く
、
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
各
ク
ラ
ブ
の
仲
間
同
士
の
交
流

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
と
の
交

流
も
行
っ
て
い
ま
す
。
保
育
園
児

や
幼
稚
園
児
と
交
流
を
し
た
り
、

小
学
校
の
運
動
会
に
参
加
し
た
り

し
ま
す
。
愛
育
委
員
や
愛
育
委
員

Ｏ
Ｂ
が
託
児
に
協
力
し
、
活
動
↑

に
参
加
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
年
１
回
、
４
ク

ラ
ブ
合
同
の
研
修
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
合
同
の
研
修
会
で
は
、
他

の
ク
ラ
ブ
の
保
護
者
と
交
流
を
し

な
が
ら
、
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
親
子
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
同
士

が
子
育
て
を
す
る
上
で
の
喜
び
や

悩
み
を
共
有
し
、
子
ど
も
と
一
緒

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
で
は
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
在

住
の
未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
入
会

で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
親
子
ク
ラ

ブ
で
仲
間
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

・
牛
窓
ル
ン
ビ
ニ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
３
０
９      

　

・
あ
い
あ
い
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

９
３
３
０

　

・
長
船
ち
と
せ
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

３
９
８
８

　

・
邑
久
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
２
２
２

　

・
福
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
８
６
９-

２
４-

０
０
２
０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
援

す
る
基
盤
を
形
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
子
育
て
家
庭
な
ど
に
対

し
て
育
児
支
援
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
市
が
設
置
し
て
い
る

も
の
で
す
。
保
育
に
つ
い
て
の

知
識
と
経
験
が
あ
る
保
育
士
な

ど
が
、
子
育
て
へ
の
不
安
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
・
指
導
、
子

育
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
、
園

庭
開
放
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

　

・
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２      

※
長
船
町
お
や
こ
ク
ラ
ブ
の
申
込

　

書
と
受
付
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
、
ゆ
め
ト

　

ピ
ア
長
船
、
長
船
町
公
民
館
に

　

あ
り
ま
す
。

活動場所

牛窓ルンビニ子育て支援セ
ンター（牛窓町牛窓）、
あいあい保育園子育て支援
センター（牛窓町鹿忍）

活動頻度 月 1 回程度

現会員数 大人 25 人、子ども 33 人（平
成 26 年 12 月現在）

父の日プレゼント作り、七
夕会、給食試食会、水遊び、
敬老の日プレゼント作り、

ク
ッ
キ
ン
グ
（
右
） 

／
み
ん
な
集
合
し
て

記
念
撮
影
（
左
）

活動場所 邑久子育て支援センター（邑久町尾張、邑久保
育園敷地内）など

活動頻度 月 1 回程度

現会員数 大人 14 人、子ども 15 人（平成 26 年 12 月現在）

活動内容

気候のいい季節には遠足に出掛けたり、クッキ
ングや皿の絵付け、給食試食会、クリスマス会、
イチゴ狩りなど、その月ごとにさまざまな内容
の活動を行っています。

会員から
一言

少人数でグループの規模は小さいですが、親子
みんなで和気あいあいと楽しく活動していま
す。親子で楽しい時間を一緒に過ごしませんか。

誕生日会、工場見学、クリスマス会、イチゴ狩り、お正月遊び、お別れ会など

会員から
一言

牛窓地域だけでなく、市内居住であれば、どなたでも入会できます。いろいろな
活動を通して、参加者同士楽しく過ごしましょう。たくさんの人の入会をお待ち
しています。

クリスマス会のパンケーキ作り（左上） ／給食試食会（左下）／寒風陶芸会館で記念撮影（右）

親子クラブ合同研修会（親子体操）

活動場所 今城コミュニティセンター（邑久町向山）など

活動頻度 月 1 回程度

現会員数 大人 22 人、子ども 22 人（平成 26 年 12 月現在）

活動内容

保育園や幼稚園などで交流会、イチゴ狩り、工
場見学、読み聞かせ会など。またクリスマス会
やお別れ会では工作や会食などを行っていま
す。

会員から
一言

イベントや体験を通して親子で楽しく活動して
います。新しいお友達のご入会をお待ちしてい
ます。 新聞紙遊び

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
（
右
）
／
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
（
左
） 

活動場所 ゆめトピア長船（長船町土師）など

活動頻度 月 1 回程度

現会員数 大人 26 人、子ども 28 人（平成 26 年 12 月現在）

活動内容 イチゴ狩り、バルーンアート、親子クッキング、親子ヨガ、
バス遠足、クリスマス会、タイルプロジェクト、節分会など

会員から
一言

子どもたちも親同士も仲良くなって、楽しい思い出
をつくりませんか。入会をお待ちしています。
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活動内容



記号の説明

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応 …応募先 資 …資料請求先

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

お
知
ら
せ

届…届出先 通…通告先

　
瀬
戸
内
市
教
育
委
員
長
に
淵
本

晴は
る
お生

氏
（
66
歳
・
長
船
町
長
船
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
淵
本
教
育

委
員
長
は
、
再
任
と
な
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
長
は
、
教
育
委
員
の

中
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
、
教
育
委

員
会
の
会
議
を
主
宰
し
、
教
育
委

員
会
を
代
表
す
る
も
の
で
す
。

　
委
員
長
の
任
期
は
、
平
成
26
年

12
月
25
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
24

日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
瀬
戸
内
市
長
は
、
片

山
工た

く
み

氏
（
66
歳
・
牛
窓
町
鹿
忍
）

を
教
育
委
員
に
任
命
し
ま
し
た
。

　
片
山
教
育
委
員
は
、
再
任
と
な

り
、
任
期
は
平
成
26
年
12
月
25
日

か
ら
平
成
30
年
12
月
24
日
ま
で
の

4
年
間
で
す
。

　

総
務
学
務
課　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

  

教
育
委
員
長
の
選
任
な
ど

問

  

市
税
の
口
座
振
替
を

  

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確

実
な
口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
制

度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
な
ど
へ

出
向
か
な
く
て
も
、
自
動
的
に
預

貯
金
か
ら
納
税
で
き
ま
す
。
忙
し

い
人
、
留
守
が
ち
の
人
に
は
特
に

便
利
で
す
。

　
手
続
き
は
、税
務
課
、各
支
所・

出
張
所
、
市
内
の
金
融
機
関
の
い

ず
れ
か
の
窓
口
で
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
口
座
番
号
を
確
認
で
き
る
も
の

と
通
帳
印
を
持
参
し
、
窓
口
に
備

え
付
け
の
口
座
振
替
依
頼
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
開
始
や
振
替
口
座

の
変
更
は
、
金
融
機
関
が
口
座
情

報
を
確
認
し
た
口
座
振
替
依
頼
書

が
税
務
課
に
届
い
た
翌
月
末
納
期

か
ら
可
能
で
す
。
な
お
口
座
振
替

依
頼
書
に
は
、
開
始
・
変
更
を
希

望
す
る
納
期
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
月
の
末
日
が
土
・
日
曜

日
の
場
合
、
振
替
日
は
翌
月
最
初

の
開
庁
日
に
な
り
ま
す
が
、
本
来

の
納
期
月
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　
　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

問
　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の

所
有
者
（
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　
現
在
、
使
用
し
て
い
な
い
車
両

を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
下
表
に

よ
り
３
月
末
ま
で
に
廃
車
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　
　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

車種 手続き場所・問い合わせ先 手続きに必要なもの
三輪四輪の軽自動車 （一社）全国軽自動車協会連合会岡山事務所

岡山市北区久米１７７ - ３
☎０５０ - ３８１６ - ３０８４

印鑑、検査証、住民票、ナンバープレー
ト（廃車時）など
※手続き内容により必要なものが異なります
　ので、事前に問い合わせ先へ確認すること
　をお勧めします。

軽二輪（125cc を超え
250cc まで）

岡山県自動車整備商工組合
岡山市北区藤原２５　☎０５０ - ５５４０ - ２０７２

二 輪 の 小 型 自 動 車
（250cc を超えるもの）

中国運輸局岡山運輸支局
岡山市北区藤原２４ - １　☎０５０ - ５５４０ - ２０７２

原動機付自転車（125cc
以下の二輪車）、小型
特殊自動車（農耕用・
その他）

■手続き場所
　市民課総合窓口、牛窓支所、長船支所、裳掛出張所
■問い合わせ先
　税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４

・ 名義変更（市内同士の場合）
　印鑑、譲渡証明書または名義変更届、標識
　交付証明書

・ 廃車
　印鑑、ナンバープレート、標識交付証明書

  

廃
車
手
続
き
は

  

３
月
末
ま
で
に

問

  

国
保
加
入
・
脱
退
の
際
は

  

届
出
を

　
わ
が
国
で
は
、
全
て
の
人
が
何

ら
か
の
医
療
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
職
場
の
健
康
保
険
（
健
康
保
険

組
合
、
共
済
組
合
、
協
会
け
ん
ぽ

な
ど
）
に
加
入
し
て
い
な
い
人
や

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
で
な

い
人
は
、国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
届
出
が
必
要
な
と
き

　
国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
理
由

が
生
じ
て
か
ら
14
日
以
内
に
自
分

自
身
や
世
帯
主
ま
た
は
代
理
人
に
よ

る
届
出
が
必
要
で
す
（
下
表
参
照
）。

　
自
動
的
に
切
り
替
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
代
理
人
に
よ
る
届
出
は
、
委
任

　
状（
様
式
任
意
）が
必
要
で
す
。

※
満
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日 

　
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
手

　
続
き
は
不
要
で
す
。

▽
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　
国
保
の
加
入
日
は
、
加
入
の
届

出
を
し
た
日
で
は
な
く
、
国
保
の

資
格
を
得
る
事
由
の
生
じ
た
日

（
転
入
し
た
日
や
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
日
な
ど
）
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
国
保
の
加
入
の
届

出
が
遅
れ
る
と
、
加
入
の
時
点
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
届
出
ま
で
国
保
の
被
保

険
者
証（
保
険
証
）が
な
い
た
め
、

こんなとき 手続きに必要なもの

加
入
す
る
と
き

職場の健康保険を脱退したとき 印鑑・健康保険資格喪失証明書など・本
人確認書類職場の健康保険の被扶養者から外れたとき

他の市区町村から転入したとき 印鑑・他の市区町村の転出証明書・本人
確認書類

子どもが生まれたとき 印鑑・母子健康手帳・本人確認書類

生活保護を受けなくなったとき 印鑑・保護廃止決定通知書・本人確認書
類

脱
退
す
る
と
き

職場の健康保険に加入したとき 印鑑・国保と職場の保険証・本人確認書
類職場の健康保険の被扶養者になったとき

他の市区町村に転出するとき 印鑑・国保の保険証・本人確認書類
国保の被保険者が死亡したとき 印鑑・国保の保険証

生活保護を受けるようになったとき 印鑑・国保の保険証・保護開始決定通知
書・本人確認書類

そ
の
他

退職者医療制度の対象になったとき 印鑑・国保の保険証・年金証書・本人確
認書類

市内で住所が変わったとき
印鑑・国保の保険証・本人確認書類

世帯の変更があったとき

就学のため、別に住所を定めるとき 印鑑・国保の保険証・在学証明書など・
本人確認書類

保険証をなくしたとき 印鑑・本人確認書類

△国民健康保険被保険者証

　

す
で
に
後
納
制
度
を
利
用
し
て

い
る
人
で
、
平
成
17
年
４
月
以
降

分
の
後
納
保
険
料
の
納
付
が
済
ん

で
い
な
い
人
は
、
納
付
書
に
記
載

さ
れ
た
使
用
期
限
（
平
成
27
年
３

月
31
日
）
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付

し
な
か
っ
た
人
で
、
平
成
27
年
４

月
以
降
に
納
付
を
希
望
す
る
場
合

は
、
新
た
な
加
算
額
に
よ
る
納
付

書
を
発
行
し
ま
す
の
で
「
国
民
年

金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た

は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
平
成
17
年
３
月
以
前
の
後

納
保
険
料
は
、
10
年
を
超
え
る
た

め
平
成
27
年
４
月
以
降
は
納
付
で

き
ま
せ
ん
。

　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
８

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
番
号
か

　

ら
掛
け
る
場
合

☎
０
３-

６
７
３
１-

２
０
１
５

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

国
民
年
金
後
納
保
険
料

納
付
書
の
使
用
期
限
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

問問

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
歯
の
記

録
が
身
元
確
認
の
大
き
な
手
掛
か

り
に
な
り
ま
し
た
。

　
岡
山
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
歯

  「
家
族
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

  

大
災
害
に
備
え
て
歯
の

  

記
録
を
残
し
ま
せ
ん
か

そ
の
間
の
医
療
費
は
い
っ
た
ん
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
早
め

の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　
保
険
税
が
他
の
健
康
保
険
料
と

重
複
し
て
請
求
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
の
に
国
保
の
保
険
証
を

使
っ
て
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際

の
医
療
費
を
、
全
額
返
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

問

の
記
録
を
一
元
管
理
し
て
、
大
災

害
時
の
身
元
確
認
に
役
立
て
る
事

業
「
家
族
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
歯
の
記
録

を
残
し
ま
せ
ん
か
。
次
の
と
お
り

記
録
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
３
月
11
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　

岡
山
県
歯
科
医
師
会　
　

☎
０
８
６-

２
２
４-

１
２
５
５

問

募　
　

集

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
3
月
11
日
（
水
）
午
後

　
２
～
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　
笑
顔
で
長
生
き
で
き

　
る
ま
ち
～
ひ
と
り
ひ
と
り
が
で

　
き
る
健
康
長
寿
の
ひ
け
つ
～

▽
講
師　
的
野
絹
代
氏
（
市
ト
ー

　
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
準
備
室
）

▽
定
員　
30
人

▽
参
加
費　

１
０
０
円

▽
申
込
期
間　
３
月
２
日
（
月
）

　
～
10
日
（
火
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

申
問

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

イカナゴ入りおかずみそ

児島博子さん
（瀬戸内市栄養委員会牛窓支部）です。

◆作り方
①タマネギはみじん切りにする。ゴボウはさ
　さがきにして水にさらす。
②フライパンに油を敷き、①を入れて炒める。
　しんなりしたら、イカナゴを入れ、だし汁
　を加えて中火で煮る。
③②の中に、みそ、砂糖、みりん、酒を加え、
　水分がなくなるまで煮詰める。好みでタカ
　ノツメを入れる。
※冷蔵庫で２週間くらい持つ。
※野菜は、ピーマン、ニンジンなどを入れて
　も良い。

　健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
問

●イカナゴ（100g）
●タマネギ（100g）
●ゴボウ（30g）
●みそ（大さじ 3）
●砂糖（大さじ 1）

●みりん（大さじ 1）
●酒（大さじ 1）
●タカノツメ（適量）
●だし汁（80cc）
●油（大さじ 1）

◆材料

  

も
も
た
ろ
う
未
来
塾
の

  

塾
生
を
募
集
し
ま
す

　
岡
山
県
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
づ
く
り
に
幅
広
く
挑
戦
し
て
い

く
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
「
も

も
た
ろ
う
未
来
塾
」
の
塾
生
を
、

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数　
15
人
程
度

▽
対
象
者

　
岡
山
県
在
住
の
、
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
地
域
づ
く
り
に
幅
広

　
防
衛
省
で
は
、
平
成
27
年
度
各

種
自
衛
官
な
ど
の
募
集
を
下
表
の

と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

※
受
験
に
関
す
る
詳
細
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
岡
山
募
集
案
内
所

☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４

HPhttp://www.mod.go.jp/pco/okayama/

自衛官試験受験資格および日程

受験種目 対象者 受付期間 試験日

幹部
候補生

一般 20 歳以上 26 歳未満の人（22 歳未満は大卒の人 ）※
（修士取得者は 28 歳未満の人） ３ 月 １ 日

（日）から
５ 月 １ 日

（金）まで

５月 16 日（土）、17 日（日）
（17 日は飛行要員のみ）

歯科・
薬剤科

 【歯科】20 歳以上 30 歳未満かつ専門の大卒の人※ 
５月 16 日（土） 【薬剤科】20 歳以上 26 歳未満かつ専門の大卒の人※

（薬剤修士取得者は 28 歳未満の人）

予備自
衛官補

一般 18 歳以上 34 歳未満の人 ３月 24 日
（火）まで

４ 月 10 日（ 金 ） か ら 14
日（火）までの指定する日技能 18 歳以上で保有する技能に応じ 53 ～ 55 歳未満の人

※大学卒業見込みの人や外国における学校を卒業した人で大学卒業に相当すると認められる人などを含む

問
　
次
の
と
お
り
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地

　

・
弁
天
団
地
、

　
牛
窓
町
長
浜
６
８
８
０-
５
７
、

　

簡
耐
２
階
建
、
４
D
K
、
１
戸

　

・
中
村
団
地
、

　
牛
窓
町
長
浜
３
６
３
０-

１
、

　

簡
耐
２
階
建
、
３
D
K
、
１
戸

　

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　

４
月
１
日
（
水
）

▽
申
込
期
間　
３
月
２
日
（
月
）
～
13
日

　
（
金
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

  
市
営
住
宅
の
入
居
者
を

  
募
集
し
ま
す

申
問  

自
衛
官
幹
部
候
補
生

  

な
ど
を
募
集

  

多
様
な
主
体
の
協
働
に

  

よ
る
地
域
支
援
事
業

　
岡
山
県
で
は
、
町
内
会
（
自
治

会
）
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
企
業
、
行
政
な

ど
の
多
様
な
主
体
が
協
働
し
て
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
事
業

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
補
助
対
象
事
業

　
多
様
な
主
体
が
協
働
し
て
地
域

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
事
業

▽
対
象
経
費

　
賃
金
、
報
償
費
、
旅
費
、
需
用

費
、
役
務
費
、
委
託
費
、
使
用
料・

賃
借
料
な
ど
の
う
ち
県
が
必
要
と

認
め
る
経
費

▽
補
助
率　
10
分
の
10
以
内

▽
補
助
上
限
額　
２
０
０
万
円

▽
応
募
期
間　
２
月
25
日
（
水
）

く
挑
戦
す
る
、
意
欲
あ
る
人
で
、

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
、
25

歳
～
39
歳
の
人
（
大
学
生
は
18
歳

以
上
の
人
）

▽
応
募
締
切　
３
月
31
日
（
火
）

▽
申
込
方
法　
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
、
入
塾
申
込

　
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
塾
申
込
書
は
、
岡
山
県
の　

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
も
も
た
ろ
う

　
未
来
塾
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。

▽
選
考
方
法　
提
出
書
類
お
よ
び

　
面
接
に
よ
る
選
考

　
　

岡
山
県
県
民
生
活
部
県
民
生

活
交
通
課
県
民
協
働
推
進
班

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
２
８
７

申
問

　
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、

あ
じ
さ
い
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
3
月
14
日
（
土
）
午
前

　
10
時
～
午
前
11
時
30
分

  

あ
じ
さ
い
講
座

▽
場
所　
あ
じ
さ
い
の
お
か
牛
窓

　
（
牛
窓
町
長
浜
１
７
４
５-

１
）

▽
テ
ー
マ　
健
康
体
操

▽
講
師　

　
Ｏ
Ｓ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
指
導
員

　

あ
じ
さ
い
の
お
か
牛
窓

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
３
６
６

問

  

春
の
お
料
理
教
室

　
春
の
献
立
を
テ
ー
マ
に
し
た
料

理
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
料
理
と
食
事
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
事
前
に
、
電
話
で
申
し
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
３
月
15
日
（
日
）
午
前

　
10
時
30
分
～
正
午

▽
場
所　
介
護
事
業
所
ま
ご
の
て
村

　
（
邑
久
町
箕
輪
６
５
６-

１
）

▽
定
員　
15
人
程
度

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▽
参
加
費　
無
料

　
　

ま
ご
の
て
村　

吉
信
さ
ん

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
３
２
１

申
問

　
判
断
能
力
が
低
下
し
た
と
き
に

活
用
す
る「
成
年
後
見
制
度
」や
、

「
遺
言
」
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
成
年
後
見
制
度
の
新
た

な
担
い
手
で
あ
る「
市
民
後
見
人
」

の
活
動
報
告
を
聞
き
な
が
ら
、
老

後
に
備
え
る
大
切
さ（
老
い
支
度
）

に
つ
い
て
考
え
る
、
成
年
後
見
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
に
申
し
込
み
の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
19
日
（
木
）
午
後

　
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
講
師　
古こ

じ
ゃ謝

愛よ
し
ひ
こ彦

氏
（
弁
護

　
士
）、寺
尾
昇
氏（
市
民
後
見
人
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
50
人

▽
申
込
期
限　
３
月
17
日
（
火
）

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切

　
　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

♡
せ
と
う
ち

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
７
１
１

申
問

  

わ
か
り
や
す
い

  

成
年
後
見
制
度
と
遺
言

  

チ
ャ
ン
ゴ
を

  

体
験
し
ま
せ
ん
か

　
チ
ャ
ン
ゴ
と
は
、
砂
時
計
の
よ

う
な
形
を
し
た
韓
国
の
長
太
鼓

で
、
サ
ム
ヌ
ノ
リ
（
韓
国
現
代
音

楽
）
の
中
心
的
楽
器
で
す
。

　
チ
ャ
ン
ゴ
演
奏
の
指
導
者
な
ど

の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
韓
国
の
伝

統
的
な
子
ど
も
の
踊
り
を
見
た

り
、
実
際
に
チ
ャ
ン
ゴ
を
た
た
い

た
り
す
る
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

△朝鮮通信使行列でのチャンゴ演奏

　
～
３
月
31
日
（
火
）

　
　

岡
山
県
県
民
生
活
部
県
民
生

活
交
通
課
県
民
協
働
推
進
班

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
２
８
７

応
問

　
参
加
費
無
料
、
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
３
月
22
日
（
日
）
午
前

　
10
時
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　

チ
ョ
・
ヨ
ン
ヒ
公
民
館
チ
ャ
ン

ゴ
講
座　

廣
畑
さ
ん

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
８
１
２

問

  

絵
本
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　
子
ど
も
も
大
人
も
ペ
ー
ジ
を
開

く
と
な
ん
だ
か
わ
く
わ
く
す
る
。

そ
ん
な
絵
本
の
世
界
を
の
ぞ
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
邑
久
中
学
校
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ゆ
め
読
」
で
は
、
人
気
絵
本

作
家
の
市
居
み
か
氏
を
講
師
に
招

き
、「
絵
本
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

と
題
し
た
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

市
居
氏
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
も
あ
り
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
３
月
27
日
（
金
）
午
後

　
２
時
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　

邑
久
中
学
校　

米
田
さ
ん

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
０
１
６

問

  
企
業
説
明
会
ｉ
ｎ
西
大
寺

　
西
大
寺
地
区
雇
用
開
発
協
会
で

は
、「
企
業
説
明
会
ｉ
ｎ
西
大
寺
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

▽
内
容

　

・
西
大
寺
地
区
雇
用
開
発
協
会
会

　
員
事
業
所
か
ら
会
社
概
要
、
求

　
め
る
人
材
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

　

・
参
加
企
業
情
報
な
ど
各
種
情
報

　
の
提
供

　

・
職
業
相
談

▽
参
加
予
定
企
業

　
瀬
戸
内
市
と
岡
山
市
東
区
内
の

企
業
（
約
20
社
）

▽
日
時　
３
月
24
日
（
火
）
午
後

　
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　
百
花
プ
ラ
ザ
（
岡
山
市

　
東
区
西
大
寺
南
１-

２-

３
）

▽
対
象
者　
平
成
28
年
３
月
に
大

　
学
な
ど
（
大
学
院
、
大
学
、
短

　
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専

　
修
学
校
）
を
卒
業
予
定
の
人
お

　
よ
び
既
卒
３
年
以
内
の
人

▽
持
参
す
る
も
の　
筆
記
用
具

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２

問
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今月のお

　
本
め
す
す

Ｋ
Ｐ
法
と
は
、
Ａ
４
判
の
用
紙
と
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る

シ
ン
プ
ル
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
提
案
を
披

露
す
る
こ
と
）
と
思
考
を
整
理
す
る
た
め
の
方
法

で
す
。
会
議
な
ど
で
相
手
に
「
伝
わ
っ
た
か
な
？
」

と
悩
ん
で
い
る
人
に
お
勧
め
の
一
冊
で
す
。

Ｋ
Ｐ
法　

シ
ン
プ
ル
に
伝
え
る

紙
芝
居
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

川
嶋
直
…
著　

み
く
に
出
版

BooKs

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

32015 年 　　 月の予定

△寒風大窯・近景

  

寒
風
新
大
窯
記
録
上
映
会

　
１
月
４
日
に
火
入
れ
式
が
行
わ

れ
た
、
森
陶
岳
氏
（
岡
山
県
指
定

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
）
の
備

前
焼
史
上
最
大
級
で
あ
る
寒
風
新

大
窯
（
全
長
85
㍍
の
登
り
窯
、
牛

窓
町
長
浜
）。

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
平
成
12

年
か
ら
８
年
の
歳
月
を
か
け
て
築

窯
し
、
制
作
し
た
大
甕
を
窯
詰
め

す
る
な
ど
し
た
森
陶
岳
氏
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

「
寒
風
新
大
窯
記
録
上
映
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
３
月
29
日
（
日
）
ま
で

　
の
毎
週
日
曜
日　
　

午
前
10
～
11

　
時
、
午
後
２
～
３
時

▽
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

▽
参
加
費　
３
０
０
円（
資
料
代
）

▽
定
員　
各
回
30
人

▽
申
込
方
法　
寒
風
陶
芸
会
館
で

　
各
回
開
催
30
分
前
か
ら
随
時
受

　
付
（
事
前
予
約
不
要
）

　

寒
風
陶
芸
会
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

問

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
特

別
展
「
小
磯
良
平
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
洋
画
家・小
磯
良
平（
１
９
０
３

-

１
９
８
８
年
）
は
、
神
戸
市
に

生
ま
れ
、
東
京
美
術
学
校
在
学
中

か
ら
若
く
し
て
そ
の
才
能
を
開
花

さ
せ
ま
し
た
。
１
９
２
８
年
か
ら

2
年
間
滞
在
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
ア
ン
グ
ル
、
コ
ロ
ー
、
ク
ー

ル
ベ
、
マ
ネ
、
ド
ガ
な
ど
の
巨
匠

の
作
品
を
見
て
絵
画
の
真
髄
を
学

び
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
西
洋
絵
画

の
伝
統
的
な
技
法
を
探
求
し
続
け

  
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  
特
別
展
「
小
磯
良
平
展
」

ま
し
た
。
彼
の
作
品
は
、
卓
越
し

た
デ
ッ
サ
ン
力
と
画
面
に
漂
う
清

澄
感
が
特
徴
で
、
そ
の
端
正
な

画
風
は
今
も
み
る
者
の
心
を
捉

え
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
本
展
で
は
、
彼
の
代
名
詞
と
も

い
え
る
女
性
像
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
油
彩
画
を
中
心
に
、室
内
風
景
、

静
物
な
ど
を
描
い
た
作
品
約
50
点

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト

を
招
い
た
座
談
会
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

▽
特
別
展
開
催
期
間　

３
月
10
日

　
（
火
）
～
４
月
26
日
（
日
）

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　
午
前
9
時
か
ら
午

　
後
5
時
（
入
館
は
午
後
4
時
30

　
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　

大
人
７
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　
以
上
６
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

【
座
談
会
】

▽
ゲ
ス
ト　
嘉
納
邦
子
さ
ん
（
小

　
磯
良
平
次
女
）、
中
出
幸
子
さ

　
ん
（
絵
画
の
モ
デ
ル
）、
野
呂

　
好
徳
さ
ん
（
梅
田
画
廊
会
長
）

▽
日
時　
3
月
21
日
（
土
・
祝
）

　
午
後
２
時
～
（
入
館
受
付
は
午

　
後
１
時
30
分
か
ら
）

▽
場
所　
牛
窓
町
公
民
館
（
美
術

　
館
東
隣
）

▽
定
員　

３
０
０
人

▽
聴
講
料　
無
料
（
た
だ
し
観
覧

　
券
の
半
券
が
必
要
で
す
）

▽
申
込
方
法　
電
話

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
。

※
座
席
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
諸
事
情
に
よ
り
ゲ
ス
ト
変
更
の

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

▽
日
時　
特
別
展
開
催
期
間
中
の

　
毎
週
日
曜
日　
午
後
２
時
～　

　
（
約
20
分
間
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
参
加
費　
観
覧
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

申
問

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談� 　
　※前日までに予約をしてください。
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９ - ２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９ - ３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談�
　問建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談）�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会�
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）�
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）�
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
⑪子どもの健診�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑫窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合
　　わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９ - ２２ - ２４６４
※①～⑫の日時は、左のカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもりを
　含む）・発達障害などに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障害専門相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課
　　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

市税・保険料の納付には口座振替
が便利です。ぜひご利用ください。

1 日
体 歩こう会　後楽園コース　8：29 邑久駅発赤穂線
体 瀬戸内市リーグ戦（ソフトボール）　8：00 ～　長船町スポーツ公園

2 月
3 火
4 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター

5 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル
⑫窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

6 金
7 土

8 日
体 瀬戸内市春季バレーボール大会　9：00 ～　牛窓町民体育館
体 瀬戸内市リーグ戦（ソフトボール）　8：00 ～　長船町スポーツ公園

9 月
10 火 ⑦こころの健康相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船

11 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑪ 1 歳 6 か月児健診【対象：平成 25 年 8 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

12 木 ⑪ 2 歳児健診【対象：平成 24 年 11 月生】　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

13 金 ⑥離乳食講習会【対象：4 ～ 6 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

14 土
15 日
16 月
17 火

18 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑪乳児健診（9か月児）【対象：平成 26年 6月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

19 木
20 金 ⑨乳幼児こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

21 土 春分の日
体 第 5 回瀬戸内市スポーツ吹矢大会　9：00 ～　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

22 日
23 月
24 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

25 水
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
※子どもの人権相談も実施
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　牛窓町公民館
⑪３歳児健診【対象：平成 23 年 9 月生】13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

26 木
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所
※子どもの人権相談も実施
⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル

27 金
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
※子どもの人権相談も実施
⑥離乳食講習会【対象：7 ～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

28 土 体 瀬戸内市民体協コンペ　9：00 ～　長船カントリークラブ

29 日
30 月
31 火

刀 美

休
館
日

休
館
日

休
館
日
（
展
示
替
え
）

４
階
休
館

無
骨
・
粋  

尾
張
の
刀
剣
展 （
～
３
月
22
日
）

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

幕
末
の
刀
剣
展 （
３
月
26
日
～
５
月
17
日
）

小
磯
良
平
展 （
３
月
10
日
～
４
月
26
日
）

   　生誕１００年　緑川洋一展 （～ 3 月 1 日）美
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人の動き《平成 27 年 2 月 1 日現在、かっこ内は前月比》

人口 ３８，４３１人 （－７６） 男 １８，３４７人  （－３０）

世帯 １５，１４８世帯 （－２１） 女 ２０，０８４人  （－４６）

△ふくやま美術館所蔵「婦人像」１９６９年、油彩・キャンバス

休
館
日

休
館
日



まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　一 年の無病息災を祈りました 裳掛地区どんど祭り　

　11 月 20 日、邑久保育園の園庭で、園児と職

員らが、瀬戸内市誕生 10 周年を記念して、「瀬

戸内市マスコットキャラクター『セットちゃん』

市誕生 10 周年記念バージョン」を形づくりま

した。

　髪の輪郭部分が園児と職員ら、ＳＥＴＯＵＣ

ＨＩの文字は園児のかばん、服の輪郭部分は粘

土板です。その他はコンピューターグラフィッ

クスで合成して、一枚の写真に仕上げました。

　写真撮影のため上空を何度も旋回する飛行機

に園児らは大喜び。忘れられない楽しい一日と

なりました。

　邑  久保育園に 10周年記念セットちゃん 邑久保育園の園児と職員ら

　１月６日、１月１日に満 100

歳を迎えた石井竹子さん（長船

町長船）のお祝いに、谷本憲子

保健福祉部長らが入所施設を訪

問しました。笑顔でお祝い状を

受け取った石井さんは、若い頃

は和裁や編み物を得意としてい

ました。現在は、施設で歩行訓

　い  つまでもお元気で 100 歳を迎えた高齢者をお祝い　

家族に囲まれた石井さん（写真中央）（左） ／ 笑顔でお祝い状を受け取った岡田さん（写真中央）（右）

練を行ったりレクリエーションに参加したりして、穏やかに過ごしています。長寿の秘訣は「好き嫌いなく何でも食べるこ

と」。また1月 19日、満 100歳を迎えた岡田コヨソさん（牛窓町牛窓）のお祝いに、武久顕也市長らが入所施設を訪問しま

した。「ありがとうございます」と感謝の気持ちを述べ、笑顔でお祝い状を受け取った岡田さん。戦死した夫の代わりも務

めつつ苦労しながら子育てをしてきましたが、現在は施設でゆっくりとした時間を過ごしながら生活しています。長寿の秘

訣は「楽しく笑って過ごすこと」。お二人とも、これからもお元気でお過ごしください。

２歳以上の園児106人と職員らでセットちゃんを表現

どんど焼きの炎にミカンを差し入れる児童ら

ボランティアスタッフ募集
牛窓クラフト散歩

みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２
人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメ
ントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどで秘書広報課へ送
付してください。匿名・ペンネームを希
望する場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や
作品は返却していません。掲載の都合上、
全ての原稿や作品を掲載できない場合もあ
りますので、あらかじめご了承ください。
問応瀬戸内市役所秘書広報課
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
☎０８６９-２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

市民ギャラリー

▼

山
本
敏
子
さ
ん

わが家の宝１歳です！

Shiyu
 平成 25年 12月 15日生まれ

中島至
し ゆ う

悠ちゃん
お住まい　長船町土師
ひとこと　
元気いっぱい至悠くん！
夢に向かってのびのび育ってね！
（父 章夫さん　母 祥子さん）

　風光明
めい

媚
び

な牛窓地
区に全国各地の作家
を招き作品を展示す
る「第２回牛窓クラ
フト散歩」を 4月 18
日（土）・19 日（日）
に開催します。
　実行委員会では、

昨年行われた牛窓クラフト散歩の作品展示

事前の会場清掃・整理や当日受付、駐車場案内、作家の
手伝いをするボランティアスタッフを募集しています。
　詳しくは、お問い合わせください。電話に出られない
ときがありますが、折り返し連絡します。△

活動内容　
・３月末まで　 会場や民家など約 20 カ所の清掃や整理
・４月１～ 10 日　 看板などの備品つくり、設置
・４月 16、17 日　作家搬入の手伝い
・４月 18、19 日　受付、駐車場整備、作家の手伝いなど
　　牛窓クラフト散歩実行委員会　日笠さん
☎０９０-６４７２ - ５１７０
mail:sanpo@ushimado-craft.sunnyday.jp

応問

Yuina
 平成 25年 12月 24日生まれ

内田唯
ゆ い な

愛ちゃん
お住まい　邑久町山田庄
ひとこと　
ゆいちゃん１歳おめでとう♡
お姉ちゃんと仲良く元気いっぱい
大きくなってネ♡
（父 豪さん　母 実和子さん）
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田
に
飾
り
焚
け
ば
小
鳥
の
来
て
む
つ
む

 

的
場　
松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

老
い
し
顔
浮
か
ば
ぬ
友
へ
賀
状
書
く

 
原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

好
日
や
皇
居
の
庭
の
冬
桜

 

後
藤　
靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

法
螺
貝
に
勇
気
百
倍
大
根
焚

 

野
口　
慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

音
も
な
く
灯と

も

る
外
灯
暮
早
し

 

原
野　
孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

工
場
の
煙
や
が
て
は
冬
の
雲

　
　
　
　

 

平
野　
五
香
（
牛
窓
町
牛
窓
）

歳
晩
や
軒
寄
せ
合
ふ
て
蜑あ

ま

の
路
地

 

福
本　
曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

恙つ
つ

が
な
く
暮
し
て
外
す
古
暦

 

藤
井　
留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

冬
の
坂
杖
に
た
よ
ら
ず
逢
い
に
ゆ
く

 

谷
口　
正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

野
の
花
が
小
鉢
の
中
で
春
を
待
つ

 

片
島　
秀
月
（
長
船
町
福
岡
）

さ
く
さ
く
と
落
葉
踏
み
つ
ゝ
残
照
の

山
仰
ぎ
見
て
い
つ
も
の
散
歩
路

 

竹
内　
和
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

新
婚
の
旅
行
用
に
と
買
ひ
く
れ
し

人
へ
の
想
ひ
グ
リ
ー
ン
の
鞄

 

上
山　
幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

大
寒
の
滝た

き
ぎ
ょ
う行
に
挑
む
若
男

経
唱
え
つ
つ
心
体
を
浄
む

 
 

朝
霧　
好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

人
は
ゆ
き
涙
の
玉
の
数
し
ら
ず

お
さ
な
の
肩
に
泣
か
る
黒
髪

 

桂
舟　
道
人
（
邑
久
町
山
田
庄
）

込
み
上
げ
る
想
い
出
胸
に
「
愛
燦
燦
」

曲
に
送
ら
れ
友
は
逝
き
た
り

 

舟
積
由
紀
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

曽
孫
ら
に
う
も
れ
て
写
す
お
正
月

離
れ
て
い
て
も
こ
れ
は
我
が
も
の

 

奥
山　
寿
子
（
邑
久
町
大
窪
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

 

（
敬
称
略
）

　１月 17 日、裳掛小学校体育館横広場で、裳

掛地区のどんど祭りが行われました。

　裳掛小学校の児童や裳掛児童館の児童、地域

の人ら約 250 人が参加。持ち寄った正月飾り

や書き初めに点火し、一年の無病息災を祈るど

んど焼きを行いました。

　岡山いこいの村も資材を提供するなどして協

力。参加者らは、ミカンを先に刺した竹を手に

取って勢いよく燃える炎に差し入れ、焼ミカン

を作り、その味を楽しみました。また、きねと

臼でつき、きな粉をまぶした餅や焼き芋、ぜん

ざいも振る舞われました。




